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古
文
書
で
探
る
庶
民
の
く
ら
し

　
　
―
砂
山
下
荒
の
潰
地
②
―岡

垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一

　
「
吉
田
文
書
」の
幕
末
ご
ろ
の
記
録
で

あ
る「
松
原
村
軸
帳
写
」と「
松
原
村
明

細
帳
写
」で
、
本
村（
現
在
の
元
松
原
区
）

の
潰
地
を
紹
介
す
る
。

【
堤
床
費つ

い
え

】古
田
１
反
８
畝
余（
18
ア
ー

ル
）寛
文
３（
１
６
６
３
）年
御
徳
引
。

　

古
田
・
古
畠
は
、
慶
長
10（
１
６
０

５
）年
ご
ろ
に
検
地
さ
れ
た
田
畑
で
あ

る
。堤
床
は
た
め
池
敷
地
、費
は
潰
地
で
、

御
徳
引
は
免
租
の
こ
と
で
あ
る
。
黒
山

村
野
添
に
在
る
松
原
村
所
有
の
た
め
池

で
、
築
造
年
代
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

【
砂
山
下
荒
】古
田
７
反
余（
70
ア
ー
ル
）

元
文
５（
１
７
４
０
）年
御
徳
引
。

【
砂
山
下
荒
】古
田
２
畝
余（
３
ア
ー
ル
）

村
弁
。

　

年
号
、
用
途
の
記
載
な
し
。
村
弁
は

村
が
年
貢
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
村
の

公
共
用
地
で
あ
る
。

【
砂
山
下
荒
】古
畠
１
町
１
畝
余（
101
ア
ー

ル
）延
享
３（
１
７
４
６
）年
御
徳
引
。

【
御
米
蔵
床
】古
畠
24
歩（
１
ア
ー
ル
）村

弁
。

　
年
号
の
記
載
な
し
。

　

米
蔵
は
年
貢
米
を
保
管
す
る
倉
庫
で

広
場
を
伴
う
。米
蔵
敷
地
の
一
部
で
あ
る
。

　

慶
長
期
か
ら
幕
末
ま
で
の
間
に
古
田

は
９
反
１
畝
余（
91
ア
ー
ル
）減
少
し
、�

9
町
３
反
５
畝
余（
928
ア
ー
ル
）と
な
っ

た
。
こ
の
内
、
３
町
５
反（
347
ア
ー
ル
）

は
二
毛
作
で
、
裏
作
に
麦
を
作
っ
た
。

裏
作
の
麦
は
年
貢
無
し
の
無
税
で
、
稲

作
が
自
然
災
害
や
病
害
虫
で
不
作
の
と

き
、
庶
民
の
飢
え
を
救
っ
た
の
で
あ
る
。

　
古
畠
は
、
１
町
２
畝
余（
101
ア
ー
ル
）

減
少
し
、
９
反
３
畝
余（
93
ア
ー
ル
）に

な
っ
た
。
実
に
52
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少

で
あ
る
。
砂
山
下
荒
は
田
畑
に
大
損
害

を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

慶
長
検
地
の
後
に
開
墾
さ
れ
た
農
地

（
一
作
地
）は
、
田
５
反
２
畝
余（
52
ア
ー

ル
）で
、
畠
は
３
反
５
畝
余（
35
ア
ー
ル
）

で
あ
る
。
こ
の
他
に
御
米
蔵
費つ

い
え
ち地
の
畠
５

畝
余（
５
ア
ー
ル
）が
あ
っ
た
。

　

宝
暦
５（
１
７
５
５
）年
、
松
原
村

は
農
地
不
足
と
人
口
増
加
を
解
消
す
る

た
め
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
方
法
を
取
っ
た

の
で
あ
る
。
２
ヶ
村
飛
び
越
え
た
手
野

村
の
一
画
に
枝
村（
現
在
の
新
松
原
区
）

を
新
設
し
、
手
野
村
の
田
20
町
６
反
余

（
20
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
）と
畠
１
町
５
反

余（
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）を
松
原
村
に

編
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
松
原
新

村
仕し

す
え居
は
、
庄
屋
・
吉
田
藤
六
の
功
績

で
あ
る
が
、
手
野
村
の
理
解
と
協
力
も

有
っ
て
、
郡
役
所
を
動
か
し
認
可
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

砂
山
下
荒
の
被
害
と
は
ど
の

よ
う
な
状
況
で
あ
ろ
う
か
。
単

に
砂
が
降
り
注
い
だ
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
上
を
畑
に
す
る
の
が
普

通
で
あ
る
。
そ
れ
が
耕
作
不
能
と

は
、
浜
山
が
南
側
に
拡
大
移
動
し

て
田
畑
を
呑
み
込
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
原
因
は
、
浜
山
の
松

原
が
消
失
し
て
い
た
か
ら
か
。
謎

だ
ら
け
で
あ
る
。
絵
図
は
、「
正

保
年
間
筑
前
国
図
」の
三
里
松
原

付
近
で
あ
る
。
慶
安
２（
１
６
４

９
）年
に
松
原
村
が
吉
木
村
か
ら

独
立
す
る
直
前
の
絵
図
で
、
幕
府

の
命
令
で
福
岡
藩
が
作
製
し
た

も
の
で
あ
る
。
汐
入
川
と
矢や

は
ぎ矧

川

が
描
か
れ
て
お
り
、
原
村
か
ら
糠

塚
村
ま
で
松
原
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
不
思
議
な
こ
と
に

芦
屋
村
に
は
松
原
が
描
か
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
松
原
村
の
浜

山
に
松
原
は
有
り
や
無
し
や
。

つ
づ
く

▲正保年間筑前国図

【訂正とおわび】１月25日に掲載した新岡垣風土記の内容に誤りがありました。
訂正しておわびします。
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